








CADEWA Real 製品概要

1987年に提供を開始し、累計約37,000本の実績

30年の歴史と安心・安全の実績

2000年

2009年

2017年

2013年

2015年

3D搭載
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BIMについて
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「Building Information Modeling」の略称。
コンピュータ上に作成した３次元の形状情報に加え、
建築物の属性情報（空間の定義、面積、材料・部材の仕様
・性能、仕上げ等）を併せ持つ建物モデルを構築すること。

(国土交通省)

BIMとは

デザイン
プレゼン

企画

3次元モデルを元に
施主との合意形成

基本設計
総合図の

品質・整合性確保。
コストダウンを図る

実施設計

コスト効率の良い
施工計画

施工
BIM3次元モデルに
メンテナンス情報蓄積

FMへ効果発揮

維持管理

＜建設プロセス毎のBIM活用シーン＞

Building Information Modeling
（ビルディング・インフォメーション・モデリング）
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なぜ今BIMなのか？

社会の変化

20世紀は、大量生産・大量消費の時代（地球環境に多大な影響を与えてきた）
近頃は、エコロジー、サステイナブル、省エネルギー、CO2排出量削減などの言葉が
注目され、建設業においても、建物の環境性能が問題になってきた。
BIMは、サステイナブルデザインを行い、設計初期段階での性能評価のための解析
や、建設コストなどを評価をするのに適した仕組みと考えられている。

発注者の意識変化

建設産業の労働生産性の低さは、米国でも
日本でも共通問題。労働生産性の推移は製造業
と対照的に右肩下がり。その要因は、建設プロジェク
トにおける情報共有が不十分なためと言われている。
米国では、年間158億ドル（２兆円）の無駄な
コストの内2/3を建物オーナーが負担。
建設コスト、工期のオーバーランに対して、
オーナーがBIMによる生産性向上を望んでいる。
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下記のための事業を行う。非営利法人。
建設業におけるコンピュータを介した情報交換・情報共有に役立つ標準データ形式の開発と普及推進
海外におけるIAI（International Alliance for Interoperability）活動が提唱する国際規格IFC
の整備に協力し、その規格の日本における開発・普及を促進する。

I （Industry） ：建設業界
F （Foundation） ：共有のプロジェクト・モデルの基礎
C （Classes） ：合意のもとに構築するための共通な言語としてのクラス

IFCデータフォーマット

■一般社団法人buildingSMART Japan (http://www.building-smart.jp/)

IAIによって策定
国際規格準拠

技術統合委員会 意匠

構造

設備・FM

組織図（概略）

専門工事業、設備CADメーカで組織：CADEWA参画

BIMに用いられるデータ形式
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世界14支部で構成されるIAIにて検討されている、建物のライフサイクルを
通して、利用するソフトウェア間での相互運用を可能にする標準仕様

IFCとBE-Bridgeの違い

IFC （拡張子：.IFC）

BE-Bridge （拡張子は.CEQ+.DXF）

異なる空調衛生設備/電気設備CAD間で、部材属性を伴った
CADデータ交換を可能とするデータ交換仕様。（日本仕様）

・対象は3次元データのみで2次元要素は受け渡しができない。（線分、文字、寸法等）
・入出力対応しているソフトは構造CAD、意匠CAD 、設備CAD、シミュレーションソフト
など多岐にわたる（約240以上のアプリケーションが対応）

・2次元のDXFデータ上に設備情報を載せたCEQデータで2次元要素も受け渡しが可能
・国内主要設備CADは入出力に対応
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現在

共通情報

意匠

構造 設備
紙/DXF

紙/DXF紙/DXF

意匠

構造 設備

BIMでは

IFC

イメージ

「見える内容だけの交換」 「見える内容｣＋｢属性情報」の共有

建設プロジェクトで流通する
図面情報の内容が変化します。

Copyright 
2017 

FUJITSU 
SHIKOKU 
INFORTEC 

今までと何が変わる？
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引用元：Autodesk

BIMの狙いメリット

＜フロントローディング＞
業務の前倒し：施工や維持管理など後工程で発生する問題を設計段階で解決

ピークの前倒し
フロントローディング
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維持管理･ＦＭ

ボリューム検討

構造解析

各種ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

干渉チェック

プレゼン

積算･調達

施工計画

ＢIM の多次元活用

様々なソフトと連携し、各種シミュレーションによる設備計画の最適化や、
企画・施工のみではなく運用・維持管理など、

建物ライフサイクル全体にわたる幅広い活用が期待されている。

・温熱環境・換気シミュレーション
・光環境・照明シミュレーション
・省エネシミュレーションなど
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国内BIM動向

2010.3 国土交通省
官庁営繕事業におけるBIM導入プロジェクトの開始について

2010.5 建設通信新聞
国土交通省案件｢海上保安庁庁舎｣でBIM試行｡安井建築設計事務所

2010.9 国土交通省
「新宿労働総合庁舎外設計」でBIM採用条件。梓設計。
その他国土交通省でのBIM案件
央合同庁舎第8号館､気象庁虎ノ門庁舎、港区立教育センター

2010.10
第3回Build Live Tokyo 2010。大林組が最優秀賞｡

2012.7 JIA(日本建築家協会）
「BIMガイドライン」を公開

2014.3 国土交通省
「BIMガイドライン」の策定とその運用について

2017.5 次世代公共建築研究会 IFC/BIM部会
「主として建築設計者のための【ＢＩＭガイド】」

2018.8 国土交通省
BIMガイドライン改定
発注者指定によるBIM活用に対応、施工段階でのBIM活用方法充実

2009年がBIM元年と呼ばれ、2010年には国土交通省から発表
2014年度 国土交通省 BIMガイドライン 発表

■JIA(日本建築家協会）「BIMガイドライン」
このガイドラインは「設計者の視点で作成されており、設計者から見たBIMに期待するもの、
期待すべきものを網羅的に俯瞰したもの」

■国土交通省「BIMガイドライン」
国土交通省官庁営繕部が「官庁営繕事業における、BIMモデルの作成および利用に
関するガイドライン。BIMモデルの作成、利用にあたっての基本的な考え方やルールが示されている。
⇒対象範囲や設計業務・工事における詳細度の目安など
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国内BIMイベント

2018年10月26日（金）

TFTホール有明

ArchiFuture2018

出展各社
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海外BIM動向

参考文献：次世代公共建築研究会IFC/BIM部会”発注者とのコラボレーションを目指して”

各国のBIMガイドラインの作成状況
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シンガポール
2012年 官庁プロジェクトを対象に意匠モデルの提出を義務化
2013年 2万㎡ 超の建築物に意匠モデルの提出を義務化
2014年 2万㎡ 超の建物に意匠、構造、設備モデルの提出を義務化
2015年 5000㎡ 超の建物に意匠、構造、設備モデルの提出を義務化

シンガポール（民間）
2012年 竹中工務店 超高層オフィスビル BIMで受注、設計・施工で活用
2014年 清水建設 大規模複合施設 意匠、構造、設備を連動させた「フルBIM」

ベトナム
2009年 久米設計(久米デザインアジア) 設計コンペに活用
2017年～2019年 BIM活用に向けてBIMのフレームワーク、システム、

ガイドライン、法律などを整備する
2018年～2020年 パイロットPJ
2021年～ BIM全国展開

政府の義務化が進むシンガポールが中心
2017年より、ベトナムでもダナン中心にBIM展開へ

ASEANでは
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BIMの課題と現状
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BIMの課題

｢作業｣と｢報酬｣の不一致

フロントローディングを実現するには、上流段階の設計負荷が増える
しかし設計費の上乗せは簡単ではない。

｢承認基準｣が曖昧

3次元モデルで承認となる部分が未設定。
国土交通省も「完成図は2次元」

｢IFCは万能｣との誤認

IFC定義には､寸法や注釈等の施工必要情報なし。
IFCファイルだけでは施工困難。
３Ｄモデルからフロア情報を基準に切出すと、
見上げ図、見下げ図にうまくならない。

■BIMの部分的活用
・繰り返しの多い基準階の整合調整
・免震ピット内の整合調整
・屋上機器類のレイアウト
など適用範囲を明確に。
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巨大なファイルサイズ

全ての建築情報をIFC統合すると、PCでは処理不可。

不要情報の過積載

構造材のボルト/ナット,机,イス,植栽等
｢設備｣として不要な情報もドッサリ格納済。

IFC定義の曖昧さ

Aソフト、Bソフトで、同一の｢梁｣をIFC出力しても
異なる属性の｢梁｣となる等、属性定義曖昧。

BIMの課題

BIMマネージャーなど人材の不足

設計事務所、建設会社、専門工事会社などのデータ統合・管理や
BIM実行計画書の作成、スケジュール管理が出来る人材の不足。

・BIMマネージャー
・BIMファシリテーターなど
専門分野を横断する知識と経験
を持つ人材育成が必要。
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■BIMに取り組む時の陥りがちなミス
BIM対応する範囲や詳細度レベルがわからず、時間・労力をどの程度かけるか判断を誤る。
費用が折り合わず効果を得る前に断念。

BIMモデルの詳細度。LOD100、LOD200と表記される。詳細度とは、形状・寸法の細かさおよび属性情
報の内容。数値が大きくなれば詳細度は上がる。LOD100が計画図程度、LOD200が基本設計図程
度、LOD300が実施設計程度、LOD400が施工図程度と言われるが、国内で統一された定義は無い。

各国の商習慣、物件特性などにより、
BIMに求められる要件は大きく変わる。
BIMで何をしたいか、目的に応じてLOD
の設定を明確にすることが重要。
BIM設計は、LODやシミュレーションに
応じた設計料を支払う発注に変わっていく
可能性がある。

BIM詳細度の目安LODとは

LOD（Level Of Development ）

参考
2つのLOD？
BIMモデルの詳細度を指す、LOD（Level Of Detail）BIMモデルの詳細度＋属性の詳細度を指す
LOD（Level Of Development）がある。BIMにおけるLODは後者が一般的に使われています。
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設備機器を含む建築で使用する部材ライブラリー化は、（一財）建築保全セン
ターが主管のBIMライブラリーコンソーシアムにて積極的な取組みが行われている。

BIMライブラリーコンソーシアム

日本発のBIMライブラリーが早期に整備され、公開されることが期待されている。
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CADEWA Real BIMの取組み

Copyright 2017 FUJITSU SHIKOKU INFORTEC LIMITED22



建築：IFC

設備：IFC

建築系CAD
データ統合ツール

●IFCデータフォーマットの読込、書出し
IFCファイルから、建築部材をRealの建築部材として読み込み可能

■Graphisoft ARCHICADで作画したモデル

CADEWA
Real2017

一般社団法人bulilding SMART 
Japanで検討されている

設備IFCデータ利用標準Ver 1.3

CADEWA Real 2017ご紹介
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●IFCフロア対応について（２種類の読込み設定）
①「シートに分割して読込む」
１棟1ファイルで読込む方法。各フロアレベルをシートに分割して読込。
シート切り替えで任意のフロアでの作画・編集作業が可能。

②「参照図面に分割して読込む」
フロア毎にファイル分割し、1フロアを１図面ファイルにとして読込。
参照されているファイルを直接開き作業。図面の差し替えはフロア図面毎に差し替え可能。

●IFCファイルへの保存
①②それぞれの場合においても、１つのIFCファイルとして出力が可能です。

1F

2F

3F

4F

参照マスター
ファイル

マスターファイル上では、
１棟１ファイルの状態を確認できる

参
照IFC建築

CADEWA
ファイル

CADEWA Real 2017ご紹介
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保温材のCG表現

リアルなバルブ形状

●リアルなCG形状

バンドや吊り表現

CADEWA Real 2017ご紹介

架台作画

衛生陶器 TOTO サイトでCADWA 
BIM部材提供
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●干渉チェック
 干渉部材の自動拡大と、点滅表示

 干渉検査部材に機器器具，壁，柱，床，天井，屋根との干渉も可能

 高速処理モードでは、警告・注意を省いた不良個所のみのチェックが可能

●リアルタイム干渉チェック
干渉チェックをリアルタイムに行う事も可能です。

CADEWA Real 2017ご紹介
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3Dからケーブルラックを変形

CADEWA Real 2017ご紹介

●３Ｄからの編集

3Dからダクトを変形

干渉チェックで確認した不整合位置は、平面や断面からの編集は勿論、
３Ｄ上で目視しながら移動や変形を行うことができます。編集結果は平面・断面にリアル
タイムに双方向連動。

27



切断面
１ 切断面

2
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●3D断面切断/範囲指定による3D表示
3Dウィンドウの任意の面で、3Dを切断して表示できます
平面図上で範囲を指定して3Dデータをピンポイントに絞り込み表示できます。

これにより、複雑な図面における3D図面からの確認、部材やダクト・
配管等のレイアウトを効率的に確認することができます。

CADEWA Real 2017ご紹介
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●レベル切断設定

CADEWA Real 2017ご紹介

任意のフロアシートレベルを基準に、上下の切断レベルを設定することで、
作画に必要な他階の一部を2D,3Dで表示することができます。

各階でレベルを持った断面・3D【全体表示】

2Fと1Fの見上げ一部【切断表示】

1FL

2FL
１Ｆ見上げ一部

1FL

2FL

3FL

この断面範囲を切断
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●CGへの注記、寸法作画機能
３Dウィンドウ上で「コメント注記」や「寸法」を作成できます。

これにより、3Dデータを活用した注意事項や気づきを残せ、スムーズな打合せに
役立ちます。

CADEWA Real 2017ご紹介
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●CGへの平面投影
3Dウィンドウへ平面の図形(文字含む）を投影できます。
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これにより、3Dウィンドウ上で「平面との位置関係」や「注記」が同時に確認でき、
３Dデータを活用した意志疎通の向上に貢献します。

CADEWA Real 2017ご紹介
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●3D-PDF書出し
3D-PDFを保存できるようになりました。

これにより、 Androidデバイス、iOSデバイスでもCADEWAの
3Dデータを確認でき、「現場」「外出先」での打合せがしやすくなります。
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※CADEWA上での透過設定は引き継がれません。

Windows
Adobe Reader

Android/iOS
3D PDF Reader

Real2017
3D画面

CADEWA Real 2017ご紹介
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